
別紙様式 令和６年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査結果　分析シート（中学校・義務教育学校後期課程）

１　自校の実技結果と全国平均との比較

握力 上体 長座 反復 シャトル 持久走 ５０ｍ 立幅 ボール

(㎏) (回) (㎝) (点) (回) (秒) (秒) (㎝) (ｍ)

全国 28.91 25.82 44.32 51.49 78.65 411.68 7.99 197.16 20.49 40.90 41.18 41.69

男 自校 26.74 28.74 48.87 54.26 70.48 7.24 198.27 21.09 49.11 52.25 44.86

比較 △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全国 23.14 21.47 46.44 45.67 50.48 309.90 8.96 166.22 12.32 47.28 47.08 47.22

女 自校 22.30 26.05 53.95 50.95 46.21 8.05 175.45 11.30 48.41 51.69 54.00

比較 △ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ ○

※全国平均以上の種目･･･○　　全国平均未満の種目･･･△

２　重点種目の結果についての分析

３　生徒質問紙調査の結果及び分析

学校名 中14　両城中学校

体力合計点

学年 性別 Ｒ４ Ｒ５

Ｒ６平均値

Ｒ６

５０ｍ走 立ち幅とび ハンドボール投げ

２年

呉市の重点種目
中学校区の重点種目

※義務教育学校は,自校の重点種目
自校の重点種目

※義務教育学校は,後期課程の重点種目

72.7 自校

昨年度と比較して男子1.01秒，女子
0.81秒の向上が見られた。
年間を通じて体力つくりの取組を行っ
た成果が見られた。

昨年度と比較して男子23㎝，女子6㎝
の向上が見られた。
年間を通じて体力つくりの取組を行っ
た成果が見られた。

昨年度と比較して男子4m，女子0.4mの
向上が見られたが，Tスコアについて
は，男女ともも減少した。
ボールを投げる機会が不足しているこ
とが原因と考える。

男子
全国 90.3

男子
全国

自校 90.0 自校

昨年度と比較して，男子2ポイント，
女子9ポイントの増加が見られた。
授業を通して，スポーツのさまざまな
関わりについて伝えたことが良かった
と考えられる。

昨年度と比較して，男子4ポイントの
増加が見られた。女子は変わりなかっ
た。
校内での取組もあり，改善が見られ
た。

男女共に全国平均を下回った。
家庭との連携を強めながら，生徒の運
動時間の確保に努めていく必要があ
る。

女子
全国 78.1

自校 89.0 自校 80.0 自校 78.6
女子

全国 76.8
女子

〈成果と課題〉 〈成果と課題〉 〈成果と課題〉

〈成果と課題〉 〈成果と課題〉 〈成果と課題〉

全国 74.5

男子
全国 90.3

77.3

81.7

運動やスポーツをすることが好きな
生徒の割合

朝食を毎日食べる
生徒の割合

１週間の総運動時間が６０分以上の
生徒の割合
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体力合計点の推移
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